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地
方
バ
ス
業
界 

未
来
予
想
図
Ⅱ

｜

利
用
者
起
点
の
サ
ー
ビ
ス
・
協
働
に
よ
る 

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
地
域
公
共
交
通
へ

域公共交通に欠かせない乗合バス事業が重

大な岐路に立たされている。モータリゼーショ

ンの進展や少子化・人口減少に伴う公共交通需要の

伸び悩みなどを背景に、以前から地方バス事業者の多

くが厳しい経営を余儀なくされてきた。コロナ禍を契機

に、人々の移動需要が劇的に変容したことがさらなる打

撃を与えた。これまでの民間主導を前提としたバス事業

運営が困難になっている地域は少なくないが、しかしそ

の一方で、バス事業の未来を切り拓くような意欲的な取

り組みも徐々に生まれつつある。重要なのは、利用者・

事業者・行政が三位一体となって協働を図り、各地域に

とっての最適な課題解決策を模索していく姿勢だ。

　今号では、地方バス業界の現状や将来像について、

バス事業者や行政、有識者へのインタビューを通じて

展望し、課題解決に向けたヒントを探った。
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人
々
の
生
活
・
経
済
活
動
に
お
い
て
、移

動
手
段
は
不
可
欠
で
あ
る
。他
方
で
、地

域
公
共
交
通
の
中
核
た
る
地
方
の
民
営

乗
合
バ
ス
事
業
は
、大
半
が
営
業
赤
字
に

陥
り
、補
助
金
頼
み
の
運
営
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。

　

我
が
国
の
乗
合
バ
ス
事
業
は
1
9
0
0

年
以
降
、輸
送
力
確
保
等
を
背
景
に
民
営

バ
ス
が
浸
透
し
、1
9
7
0
年
頃
の
利
用

者
は
約
1
0
0
億
人
と「
バ
ス
黄
金
期
」

を
迎
え
た
。そ
の
後
、モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

進
展
に
加
え
、1
9
9
0
年
代
の
人
口
伸

び
悩
み
、郊
外
施
設
の
増
大
等
に
よ
り
、利

用
者
数
は
低
迷
し
た
。2
0
0
0
年
代
前

半
に
は
、従
前
の
新
規
参
入
規
制
・
撤
退

規
制
等
の
需
給
調
整
や
運
賃
に
か
か
る

規
制
緩
和
が
行
わ
れ
、新
サ
ー
ビ
ス
の
他
、

高
収
益
路
線
へ
の
新
規
参
入
が
見
ら
れ
る

一
方
、不
採
算
路
線
か
ら
の
撤
退
等
が
相

次
い
だ
。か
か
る
中
、2
0
0
7
年
施
行
の

地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
や
同
法

の
改
正
等
に
よ
り
、公
的
関
与
の
動
き
が

強
ま
り
、民
間
主
体
か
ら
、自
治
体
・
住
民

が
加
わ
る
制
度
的
枠
組
み
も
整
い
つ
つ
あ

る
。な
お
、フ
ラ
ン
ス・ド
イ
ツ・イ
ギ
リ
ス
等

の
欧
州
で
は
、乗
合
バ
ス
事
業
が
有
す
る

地
域
交
通
に
お
け
る
公
的
責
任
が
資
金

面
含
め
明
確
化
さ
れ
、近
年
は
環
境
面
を

含
め
、持
続
可
能
性
を
実
現
す
る
政
策
が

推
進
さ
れ
て
い
る
。

（図表1-1）国内乗合バスにかかる沿革・政策、需要動向

 １
は
じ
め
に

 2
我
が
国
の
乗
合
バ
ス
事
業
の
変
遷

国内乗合バスの沿革

参考 : 欧州の公共交通政策

地方交通 乗合バス伸長

• 1903年に日本初の
民営乗合バス運行開始

• 小資本・高輸送力で全国普及
• 戦後の需要拡大で、バス黄金期
（1968年利用者100億人）

• 自動車の普及、都市圏中心に
鉄道輸送が拡大

• 自動車で行きやすい郊外施設
発展、「街の形」変容

• バス利用者減退

• 新サービス、収益路線への
新規参入増加（事業者増）

• 不採算路線からの撤退・廃業
（但し需給ギャップ拡大）

• 13年「交通政策基本法」
（交通機能確保、環境負荷低減、
交通手段役割分担）

• 民間任せから、自治体・住民が
加わる制度的枠組みを整備

モータリゼーション進展

需給調整・運賃規制
インフラとしての地域独占

需給調整・運賃規制緩和
競争原理導入

地域公共交通活性化再生法
公的関与強化

自動車主流

交通政策

主な出来事

1900年～1970年
人口増・経済成長

1970年～
（同左）

2000年～
地方人口減少・高齢化

2006年～現在
（同左）

欧州３ヶ国（フランス・ドイツ・イギリス）では、地域公共交通は「公共サービス」と位置付けられ、民間商業ベースでは供給できない、
社会に必要なサービスとして、資金面含めて公的責任が明確化。近年は環境などにも対応し、持続可能なモビリティ政策が推進

地
方
バ
ス
業
界
の
現
状
と
未
来

岐
路
に
立
つ
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近
年
の
地
方
バ
ス
輸
送
人
員
は
、ピ
ー

ク
比
4
割
、2
0
0
5
年
比
で
9
割
弱
の

水
準
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。バ
ス
の
交
通

分
担
率（
全
交
通
手
段
の
う
ち
、バ
ス
が
占

め
る
割
合
）は
約
5
%
と
近
年
変
動
が
な

い一
方
、人
口
減
少
、ネ
ッ
ト
通
販
普
及
や
コ

ロ
ナ
禍
が
、輸
送
需
要
そ
の
も
の
を
縮
減

さ
せ
て
い
る
。今
後
は
、環
境
意
識
の
高
ま

り
や
訪
日
外
国
人
の
増
加
等
が
、バ
ス
輸

送
需
要
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
働
く
他
、バ
ス
の

利
用
割
合
が
高
い
高
齢
者
の
増
加
や
免
許

返
納
数
の
増
加
等
に
よ
り
、バ
ス
の
交
通
分

担
率
が
高
ま
り
、バ
ス
事
業
の
継
続
の
重

要
度
は
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。一
方

で
、人
口
減
少
を
主
因
に
輸
送
人
員
は
減

少
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
、事
業
者

損
益
に
お
け
る
売
上
減
少
圧
力
と
な
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り
、地
方
バ
ス
事
業

者
の
約
9
割
が
赤
字
経
営
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
お
り
、長
期
的
に
も
赤
字
拡
大
傾

向
が
継
続
し
て
い
る
反
面
、年
々
増
加
す

る
赤
字
を
補
填
す
る
形
で
、行
政
の
補
助

金
負
担
は
拡
大
し
て
い
る
。需
要
減
少
と

国
が
定
め
た
上
限
認
可
制
の
も
と
で
の
硬

直
的
な
運
賃
設
定
の
構
造
に
対
し
て
、人

手
不
足
等
を
背
景
と
し
た
人
件
費
高
騰

や
燃
料
費
高
騰
等
に
よ
る「
費
用
」上
昇

が
相
俟
っ
て
、事
業
者
損
益
を
悪
化
さ
せ

て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。ま
た
、運
転

士
不
足
や
車
両
老
朽
化
・デ
ジ
タ
ル
化
の

遅
れ
、路
線
削
減
等
に
よ
る
利
便
性
低
下

と
い
っ
た
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

　

費
用
構
造
は
約
6
割
を
人
件
費
が
占

め
る
が
、タ
ク
シ
ー
と
の
走
行
キ
ロ
あ
た

り
営
業
費
用
の
実
額
比
較
で
は
、バ
ス
は

車
体
が
大
き
い
分
、車
両
関
連
費
用
も
大

き
く
な
り
、設
備
負
担
等
の
違
い
で
タ
ク

シ
ー
の
約
2
倍
に
あ
る
。大
量
輸
送（
高

密
度
）を
前
提
と
す
れ
ば
、輸
送
力
の
大

き
い
乗
合
バ
ス
は
運
賃
単
価
を
抑
え
て
も

採
算
が
と
れ
る
も
の
の
、需
要
が
極
端
に

低
く
低
密
度
の
場
合
、自
由
度
も
高
い
タ

ク
シ
ー
等
の
小
型
車
の
方
が
利
便
・
収
支

構
造
上
、優
位
と
言
え
る
。

　

課
題
が
山
積
み
の
中
、課
題
解
決
に
向

け
、収
支
両
面
に
効
く
、先
進
的
な
取
り

組
み
事
例
が
見
ら
れ
る
。

　

全
国
を
見
渡
す
と
、大
都
市
・
中
核
都

市
・
都
市
郊
外
で
は
課
題
や
ニ
ー
ズ
が
異

な
り
、地
域
実
情
を
踏
ま
え
た
交
通
体

系
構
築
が
求
め
ら
れ
る
中
、2
0
0
7
年

の
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
の
施

行
を
契
機
に
、各
地
域
で
協
議
会
が
設
置

需要動向

地方バス輸送人員 （直近はピーク比4割・2005年比9割まで減）
今後も人口減を主因に減少

（生産年齢人口・総人口はそれぞれ1990年代・2000年代がピーク）
人口減少が継続

バス利用大・外出頻度低「高齢者」拡大

（近年はバス5%（車が大半）で横這い）
高齢者増でやや上昇

地方人口

出典 ： 鈴木文彦著書『日本のバス』、宇都宮浄人著書『地域公共交通の統合的政策』、国土交通省の資料を基に（株）日本政策投資銀行作成

（高齢者）

バス交通分担率

その他 • インバウンド・観光ポテンシャル、環境意識の高まり(↑輸送人員増要素)
• 生活様式変化（コロナ禍外出抑制の定着、ネット通販の浸透等）（↓同減要素）

～1970年 ～2000年 ～2020年 未来 2020年～ （過去推移と）未来の変化
売上

（図表1-2）国内乗合バスにかかる沿革・政策、需要動向

 3
近
年
の
需
要
動
向
と
今
後
の

需
要
見
通
し

 4
近
年
の
事
業
者
の
動
向

 5
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

（図表2-1）事業者動向

乗合バスの事業者損益（地方乗合バスについては保有車両数 30両以上の事業者）

出典 ： （公社)日本バス協会『日本のバス事業』、国土交通省の資料を基に（株）日本政策投資銀行作成

地方乗合バス事業者の収支状況 地方乗合バス年度別経常収支率の推移 乗合バス路線補助金交付額の推移売上 費用 売上 費用 補助

2019年度

(年度) (年度)

(億円)

88.7
黒字

赤字

11％
（18社）

89％
（140社）

黒字 赤字

地方単独補助金国庫補助金
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20192005

83.0

0
100
200
300
400
500
600

20192005

5

Next Japan

5

Next Japan



さ
れ
、自
治
体
・
住
民
・
事
業
者
が
一
体
と

な
っ
て
協
議
し
、地
域
交
通
に
お
け
る
利

便
性
の
確
保
と
効
率
運
営
の
両
立
の
実

現
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　

人
口
密
度
が
比
較
的
高
い
地
域
に
お
い

て
、2
0
2
0
年
11
月
に
施
行
さ
れ
た
独

占
禁
止
法
特
例
法
を
背
景
と
し
た
取
り

組
み
事
例
と
し
て
は
、熊
本
市
に
お
け
る

バ
ス
5
社
の
共
同
経
営
・
路
線
効
率
化
の

動
き
が
挙
げ
ら
れ
る
。同
事
例
に
お
い
て

は
、デ
ー
タ
活
用
も
行
わ
れ
て
お
り
、デ
ー

タ
の「
見
え
る
化
」を
通
じ
て
、路
線
再
編

や
、ダ
イ
ヤ
見
直
し
に
よ
る
利
便
性
向
上

等
、最
適
化
に
向
け
た
取
り
組
み
等
も
推

進
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
、人
口
密
度
が
低
い
地
域
に
お
い
て

は
、需
要
減
少
に
合
わ
せ
た
車
両
小
型
化

が
行
わ
れ
て
い
る
他
、一
般
路
線
バ
ス
に
よ

る
地
域
の
生
活
交
通
の
維
持
が
困
難
に

な
る
中
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス（
交
通
空
白
地

域
・
不
便
地
域
の
解
消
を
図
る
た
め
、市

町
村
等
が
主
体
的
に
計
画
し
運
行
す
る
バ

ス
）、デ
マ
ン
ド
バ
ス・タ
ク
シ
ー（
利
用
者
の

要
望
に
応
じ
て
、機
動
的
に
ル
ー
ト
を
迂

回
し
た
り
、利
用
希
望
の
あ
る
地
点
ま
で

送
迎
し
た
り
す
る
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー

等
）、自
家
用
有
償
旅
客
運
送（
自
家
用

車
活
用
サ
ー
ビ
ス
）が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
は
2
0
1
7
年
に
、人
口

減
少
に
よ
る
輸
送
需
要
の
減
少
へ
の
対
応

お
よ
び
自
動
車
運
送
業
の
担
い
手
確
保・物

流
効
率
化
等
を
目
的
に
、乗
合
バ
ス・
貸
切

バ
ス
等
に
つ
い
て
、旅
客
運
送
と
貨
物
運
送

事
業
の
掛
け
持
ち
に
よ
る
生
産
性
向
上
を

実
現
で
き
る
よ
う「
貨
客
混
載
」制
度
を

設
計
し
て
い
る
。既
存
路
線
に
乗
客
の
み
な

ら
ず
貨
物
を
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
る
本
取

り
組
み
は
、追
加
の
コ
ス
ト
負
担
な
く
収
入

の
上
積
み
が
可
能
で
あ
り（
車
両
効
率
の

上
昇
）、コ
ロ
ナ
禍
で
打
撃
を
受
け
て
い
る

各
地
の
バ
ス
事
業
者
が
、物
流
事
業
者
等

と
手
を
組
む
動
き
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。

　

ま
た
、人
手
不
足
・
人
件
費
抑
制
の
た

め
の
抜
本
的
な
対
策
と
し
て
、各
バ
ス
事

業
者
が
大
学
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
と
連

携
し
て
、自
動
運
転
に
か
か
る
実
証
実
験

に
取
り
組
む
動
き
が
あ
る
他
、観
光
需
要

掘
り
起
こ
し
を
企
図
し
た
M
a
a
S
*の

実
証
実
験
や
、資
金
調
達
・
補
助
金
補
完

の
た
め
の
ふ
る
さ
と
納
税
や
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
導
入
に
よ
る
資
金
確
保
の
取
り
組

み
等
も
見
ら
れ
る
。

　

地
域
公
共
交
通
の「
未
来
」を
展
望
す

れ
ば
、利
用
者（
需
要
・
売
上
）を
起
点
に
、

サ
ー
ビ
ス（
供
給・費
用
）を
フ
ィ
ッ
ト
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。こ
の
実
現
に
は

全
地
域
で
の
同
一
解
は
な
く
、地
域
ご
と
に

利
用
者
・
事
業
者
・
行
政
が「
三
位
一
体
」で

推
進
し
つ
つ
、様
々
な
協
働
を
図
る
こ
と
が

不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
。具
体
的
に
は
、事

業
者
に
お
け
る
車
両
生
産
性
向
上
と
適

切
な
運
賃
設
定
等
と
い
う
観
点
か
ら
、

行
政
に
お
け
る
持
続
可
能
な
枠
組
み
づ

く
り
等
と
い
う
観
点
か
ら
、
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①
需
要
に
応
じ
た
車
両
小
型
化
含

む
サ
ー
ビ
ス
や
路
線
・
ダ
イ
ヤ
の

設
定
、運
賃
最
適
化
の
他
、共
同

運
行
・
運
賃
プ
ー
ル
制
、幹
線
・
支

線
や
大
型
バ
ス
以
外
と
の
接
続

連
携
の
推
進（
M
a
a
S
含
む
）

②
観
光
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
取
り

込
み
や
貨
客
混
載
な
ど
、地
域

住
民
以
外
の
運
送
対
象
拡
大

③
投
資（
車
両
・シ
ス
テ
ム
）に
お
け

る
、共
通
化
・
他
社
協
働
、自
治

体
・
金
融
機
関
連
携（
リ
ー
ス
ス

キ
ー
ム
等
）

④
か
か
る
合
理
化
に
よ
る
、運
転
士

等
の
待
遇
・
配
置
の
改
善

①
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
応
と
連

携
し
た
実
効
性
あ
る「
地
域
公

共
交
通
計
画
」策
定

②
路
線
エ
リ
ア
一
帯
視
点
を
交
え
た

「
新
規
参
入
規
制
」見
直
し

③
収
支
改
善
・
前
向
き
投
資
を
促
す

「
補
助
金
制
度
」再
考

④
自
治
体
信
用
力
等
を
活
用
し
た

「
投
資・調
達
等
」の
事
業
者
支
援

（図表2-2）事業者動向

出典 ： 青木亮編著書『地方公共交通の維持と活性化』、国土交通省・（公社）日本バス協会の資料を基に（株）日本政策投資銀行作成

乗合バスの事業者損益（地方乗合バスについては保有車両数 30両以上の事業者）

運賃および地方乗合バス原価推移 他産業との費用構造比較 地方部での人口減少による負のサイクル売上 費用 売上 費用費用

(年度)

• 路線廃止
• 車両・デジタル
投資抑制

• 運転士確保困難

利便性低下で地域
としての魅力減少

人件費
乗合バス事業

52.8％
9.7％
5.2％
6.6％
5.6％
20.1％
100.0％

33.1％
4.8％
9.4％
20.4％
0.0％
32.3％
100.0％

鉄道事業

燃料費
修繕費

減価償却費
運行委託費
その他
合計

（参考）乗合バスとタクシーの走行キロあたり営業費
乗合バス:317円、タクシー148円

(円/km)(円/実車走行km)

39.3 40.6

0

100

200

300

400

500

0

10

20

30

40

50

20192005

190 218

37

131

31
100

原価計
321

原価計
386

人件費 燃料費 その他経費 運賃（右軸）

利用者減少/
運転士減少

事業者収益悪化

人口減少
都市部への流出、
少子高齢化…
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こ
れ
ら
取
り
組
み
を
効
果
的
に
行
う
た
め

の
要
件
と
し
て
は
、

が
挙
げ
ら
れ
、こ
れ
を
ト
リ
ガ
ー
に「
業
界

再
編
・グ
ル
ー
プ
化
」が
進
行
し
て
い
く
可

能
性
が
あ
る
。

　
　

　

次
の
ペ
ー
ジ
以
降
で
は
、構
造
的
な
人

口
動
態
変
化
、コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
す
る

移
動
変
容
等
、外
部
環
境
が
変
化
す
る
中

で
、バ
ス
事
業
者
、国
土
交
通
省
・
有
識
者

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
、地
方
バ
ス
業

界
の
課
題
や
問
題
意
識
、課
題
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
、地
方
バ
ス
業
界
の
将
来

像
・
見
通
し
等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

＊
　  

M
a
a
S（
マ
ー
ス
：M

obility as a S
ervice

）と
は
、

地
域
住
民
や
旅
行
者
一
人
一
人
の
ト
リ
ッ
プ
単
位
で
の
移
動

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、複
数
の
公
共
交
通
や
そ
れ
以
外
の

移
動
サ
ー
ビ
ス
を
最
適
に
組
み
合
わ
せ
て
検
索
・
予
約
・
決

済
等
を
一
括
で
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、観
光
や
医
療
等

の
目
的
地
に
お
け
る
交
通
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
等
と
の
連
携

に
よ
り
、移
動
の
利
便
性
向
上
や
地
域
の
課
題
解
決
に
も

資
す
る
重
要
な
手
段
と
な
る
も
の
。

現
状
課
題

未
来
予
想
図

①人口減・高齢化、生活様式変化等
→需要の量減と質（頻度）変化
②移動手段確保と費用対効果

三位一体
（公共交通協議会等）

①収支構造改善の必要性
②投資余力の低迷（車両・デジタル化（DX））
③運転士不足（低賃金・高齢化）

①公共交通機能の確保
②まちづくり・環境
③補助金有効活用

利用者（需要）

地域特性等と交通サービス
持続可能な枠組みづくり車両生産性向上・適切な運賃設定

求められる経営取り組み

取り組みを効果的に行うための要件

業界再編
グループ化

行政の在り方

交通事業者（供給） 国・自治体

売上 補助費用

地域公共交通計画
（まちづくり・環境対応と連携）

参入規制見直し
（路線エリア一帯視点）

補助金制度等の再考
（収支改善・前向投資促進）

投資・資金調達の
事業者支援

（自治体信用力等活用）

• 需要に応じ供給・運賃最適化
• 共同運行・運賃プール制
• 幹線・支線、大型バス以外との
接続連携（MaaS含）

• 観光・インバウンド（MaaS含）
• 貨客混載（異業種連携）

• 共通化・他社協働
• 自治体・金融機関との連携
（リーススキーム等）他

• 合理化による待遇・配置改善運転士不足

投資
車両・システム
（資金調達）

運送対象
（副）

運賃

サービス
路線・ダイヤ

従前 あるべき姿

大型バス
（従来型）

デマンド
バス・タクシー

自家用
有償

旅客運送

小型バス
（コミュニティ
バス含む）大

型
バ
ス

人
口
密
度

小
都
市

中
都
市

大
都
市

大

小

小

大

大

小

運
行
コ
ス
ト

自
由
度
・
運
賃

需要把握、連携のための
利用者データ・IT技術活用と人材確保
同業・業態間や異業種
（宅配、デジタルプラットフォーマー等）協働

（図表3）未来予想図

①
需
要
把
握
、連
携
の
た
め
の
利
用
者

デ
ー
タ・
I
T
技
術
活
用
と
人
材

確
保

②
同
業
・
業
態
間
や
異
業
種（
宅
配
、

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

等
）協
働

Bas i c  exp l ana t i on

基 本 解 説

（株）日本政策投資銀行作成
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1
　

国
土
交
通
省
が
公
表
し
て
い
る「
令
和
元

年
度
の一般
乗
合
バ
ス
事
業（
保
有
車
両
30
両

以
上
）の
収
支
状
況
に
つ
い
て
」に
よ
れ
ば
、大

都
市
部（
三
大
都
市
圏
）以
外
の
地
域
の
事

業
者
1
5
8
社
の
う
ち
、黒
字
企
業
は
わ
ず

か
18
社
で
あ
る
。北
陸
鉄
道
は
そ
の
う
ち
の

1
社
で
あ
り
、収
益
性
の
高
い
路
線
が
不
採

算
の
生
活
路
線
を
支
え
る「
内
部
補
助
」に

よ
っ
て
経
営
を
維
持
し
て
き
た
、数
少
な
い
地

方
都
市
の
事
業
者
だ
。

　
「
北
陸
最
大
の
商
業
都
市
で
あ
る
金
沢
市

周
辺
も
マ
イ
カ
ー
中
心
の
社
会
で
あ
り
、バ
ス

の
交
通
分
担
率（
全
交
通
手
段
の
う
ち
、バ
ス

が
占
め
る
割
合
）は
約
5
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、幸
い
、『
観
光
文
化
都

市
』と
呼
ば
れ
る
金
沢
は
文
字
通
り
観
光・

文
化
資
産
が
豊
富
で
、国
内
外
か
ら
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。小

松
空
港
と
金
沢
を
結
ぶ
空
港
リ
ム
ジ
ン
バ

ス
や
、県
外
か
ら
の
移
動
を
支
え
る
高
速

バ
ス
、観
光
客
向
け
の
貸
切
バ
ス
事
業
な
ど

に
つ
い
て
は
高
収
益
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、市
街
地
の
乗
合
バ
ス
も
、朝
夕
の
通

勤
通
学
時
の
需
要
に
加
え
て
、昼
間
帯
に

は
観
光
目
的
で
バ
ス
を
利
用
し
て
く
だ
さ

る
人
々
が
非
常
に
多
い
。こ
れ
ら
の
収
益
で

不
採
算
の
生
活
路
線
を
支
え
る『
内
部
補

助
』に
よ
っ
て
、か
ろ
う
じ
て
地
域
の
バ
ス
交

通
を
維
持
し
て
き
た
の
が
、当
社
の“
黒
字

経
営
”の
実
態
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。」

　

こ
う
説
明
す
る
の
は
、同
社
代
表
取
締
役

社
長
の
宮
岸
武
司
氏
だ
。

　

し
か
し
近
年
、同
社
の
事
業
環
境
は
一
層

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
と
い
う
。ま
ず
基
本

的
な
課
題
と
し
て
、少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
の
影
響
が
挙
げ
ら
れ
る
。能
登
や
南
加
賀

な
ど
の
県
内
の
過
疎
地
域
を
中
心
に
、乗
合

バ
ス
の一
部
路
線
で
は
利
用
者
減
少
が
顕
著

だ
。両
地
域
の
乗
合
バ
ス
路
線
は
慢
性
的
な

赤
字
状
態
に
あ
る
。そ
こ
で
同
社
で
は
、車

両
の
小
型
化
を
進
め
た
り
、地
元
自
治
体
と

連
携
し
て
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス（
地
方
自
治
体

等
が
運
行
す
る
バ
ス
）の
導
入
を
進
め
て
い
る

が
、そ
れ
す
ら
成
り
立
た
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

る
。乗
客
減
少
に
加
え
、旅
客
運
送
の
担
い

手
で
あ
る
運
転
士
の
高
齢
化
と
不
足
も
深

金
沢
と
い
う

都
市
の
魅
力
に
も
支
え
ら
れ
、

コ
ロ
ナ
禍
前
は

バ
ス
事
業
の
黒
字
経
営
を
堅
持

CASE

地方バス業界の
課題と取り組み

北陸鉄道株式会社 
（石川県金沢市）

写真提供：北陸鉄道（株）

陸
鉄
道（
株
）は
、石
川
県
を
代
表
す
る
バ
ス
事
業
者
で
あ
り
、金
沢
市
周
辺
や
能
登
・
加
賀
エ
リ
ア
を
中

心
に
県
全
域
を
運
行
す
る
乗
合
バ
ス
事
業（
高
速
バ
ス
を
含
む
）の
ほ
か
、鉄
道
2
路
線
を
手
が
け
る
。長

年
、堅
実
な
経
営
を
続
け
、車
両
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
は
じ
め
と
す
る
利
便
性
向
上
に
も
注
力
。生
活
路
線
に
お

い
て
、車
椅
子
な
ど
に
対
応
で
き
る
低
床
車
両
の
採
用
率
は
す
で
に
1
0
0
％
に
達
し
て
い
る
。し
か
し
、近
年
は

人
口
減
少
に
伴
う
旅
客
需
要
の
低
下
や
運
転
士
不
足
、規
制
緩
和
に
よ
る
競
争
激
化
、コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
人
流
の

変
化
、燃
料
費
高
騰
な
ど
、事
業
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
中
、経
営
改
善
に
尽
力
す
る
と
と
も

に
、自
治
体
や
地
域
住
民
と
の
新
た
な
協
力
関
係
を
模
索
し
て
い
る
。

北 大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る

地
方
都
市
の
バ
ス
事
業
の
実
情

北陸鉄道株式会社 代表取締役社長

宮岸 武司 氏
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刻
化
し
て
し
ま
っ
た
た
め
だ
。

　
「
過
疎
化
が
特
に
深
刻
な
県
北
東
部
の
珠

洲
市（
す
ず
し
）で
は
、我
々
が
担
って
き
た
旅

客
運
送
事
業
に
代
わ
っ
て
、市
が
主
体
と
な

り
自
家
用
車
で
、二
種
免
許
が
無
い
運
転
者

に
よ
る
無
償
運
送
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。今

後
は
利
用
が
極
め
て
少
な
い
過
疎
地
域
に
お

い
て
は
、必
ず
し
も
バ
ス
輸
送
で
は
な
く
、こ

の
よ
う
な
自
家
用
車
な
ど
他
の
輸
送
モ
ー
ド

へ
の
転
換
を
進
め
る
こ
と
で
、移
動
手
段
の

確
保
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
可
能
性
が

高
い
と
思
い
ま
す
。」（
宮
岸
氏
）

　

も
う
一つ
、影
響
が
大
き
か
っ
た
の
は
、

2
0
0
0
年
以
降
に
実
施
さ
れ
た
バ
ス
事

業
に
対
す
る
需
給
調
整
規
制
の
緩
和
だ
。新

規
参
入
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、当
社
の

営
業
エ
リ
ア
内
に
お
い
て
も
、需
要
が
見
込
め

る
貸
切
バ
ス
や
高
速
バ
ス
へ
の
参
入
が
急
増

し
た
。安
売
り
合
戦
が
過
熱
し
、収
益
性
が

悪
化
し
た
た
め
、同
社
は
高
速
バ
ス
事
業
の一

部
路
線
か
ら
の
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

一
方
、規
制
緩
和
に
よ
っ
て
法
制
上
は
路
線
の

廃
止
な
ど
見
直
し
が
容
易
に
な
っ
た
は
ず
だ

が
、地
域
住
民
の
移
動
手
段
を
維
持
し
て
ほ

し
い
と
い
う
声
は
切
実
だ
。結
果
的
に
規
制

緩
和
は
同
社
に
と
っ
て
、内
部
補
助
の
バ
ラ
ン

ス
を
揺
る
が
す
要
因
と
な
って
し
ま
っ
た
。

　

さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
の
が
、今
般

の
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
。緊
急
事
態
宣
言
や
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
に
よ
り
人
の
移
動

が
大
幅
に
制
限
さ
れ
、観
光
を
含
め
た
旅
客

需
要
が
激
減
し
た
。同
社
は
そ
う
し
た
環
境

下
に
お
い
て
も
、地
域
の
移
動
の
足
と
し
て
、

乗
合
バ
ス
の
運
行
を
続
け
る
努
力
を
し
て
き

た
。2
0
2
2
年
度
に
入
り
、生
活
路
線
に
つ

い
て
は
よ
う
や
く
需
要
回
復
の
動
き
が
み
ら

れ
る
も
の
の
、乗
客
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
8
割
程

度
。貸
切
バ
ス
や
高
速
バ
ス
は
生
活
路
線
と
比

べ
て
客
足
の
戻
り
が
鈍
く
、足
許
の
燃
料
費

高
騰
も
相
ま
って
、未
だ
に
多
額
の
赤
字
が
続

い
て
い
る
と
い
う
。

　

厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、同
社
は
コ
ス
ト

削
減
と
収
益
力
向
上
に
懸
命
に
取
り
組
ん

で
き
た
。地
域
の
移
動
の
足
と
し
て
、安
全

運
行
を
最
優
先
と
し
つ
つ
も
、車
両
の
更
新

投
資
を
最
小
限
に
抑
え
る
等
で
対
応
し
た
。

ま
た
、廃
止
し
た
営
業
所
跡
地
な
ど
を
活
用

す
る
な
ど
、不
動
産
事
業
に
も
注
力
。さ
ら

に
2
0
2
1
年
に
は
、金
沢
市
や
地
元
交
通

事
業
者
ら
と「
金
沢
M
a
a
S
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」を
設
立
し
た
。紙
券
で
販
売
さ
れ
て
い
る

金
沢
市
内
1
日
フ
リ
ー
乗
車
券
を
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
化
す
る
な
ど
、サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
通
じ
て
利
便
性
向
上
を
図
り
、新
た
な
バ

ス
需
要
の
開
拓
を
目
指
し
て
い
る
。

　

今
後
に
向
け
て
、同
社
に
と
っ
て
喫
緊
の

課
題
は
３
つ
あ
る
。安
全
運
行
の
た
め
に
必

須
で
あ
る
車
両
更
新
、運
転
士
不
足
に
対
応

す
る
た
め
の
労
働
環
境
改
善
、そ
し
て
キ
ャッ

シ
ュレ
ス
化
な
ど
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
設

備
投
資
の
強
化
だ
。こ
れ
ら
の
原
資
を
確
保

す
る
現
行
制
度
下
で
可
能
な
方
法
は
、運
賃

の
値
上
げ
で
あ
る
。「
し
か
し
、果
た
し
て
そ

れ
は
長
期
的
な
視
点
で
見
て
、持
続
可
能
な

方
法
な
の
で
し
ょ
う
か
。」と
宮
岸
氏
は
心
情

を
吐
露
す
る
。

　

地
域
に
お
い
て
公
共
交
通
網
が
し
っ
か
り

と
機
能
し
て
い
る
こ
と
は
、マ
イ
カ
ー
偏
重

の
交
通
事
情
を
是
正
し
、渋
滞
を
緩
和
し
、

街
の
賑
わ
い
創
出
や
脱
炭
素
化
に
も
貢
献

す
る
。そ
の
意
味
で
、バ
ス
の
交
通
分
担
率
は

５
％
で
も
、そ
の
恩
恵
を
得
て
い
る
の
は
バ
ス

利
用
者
だ
け
と
は
言
え
な
い
。

　
「
当
然
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
最
大
限
の

経
営
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
が
、安
全・安

心
な
バ
ス
運
行
を
維
持
す
る
最
後
の
手
段
と

し
て
、運
賃
値
上
げ
が
必
要
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。し
か
し
、そ
れ
は
わ
ず
か
５
％
の

バ
ス
利
用
者
だ
け
に
、公
共
交
通
維
持
の
ご

負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

当
地
に
限
ら
ず
、地
方
都
市
で
引
き
続
き

我
々
の
よ
う
に
民
間
主
体
で
や
ろ
う
と
す
れ

ば
、同
じ
よ
う
な
課
題
に
直
面
さ
れ
て
い
る

は
ず
で
す
。持
続
可
能
性
の
観
点
で
、現
在

の
枠
組
み
で
い
い
の
か
。『
民
』の
良
い
面
を
活

か
し
つ
つ
、自
治
体
な
ど『
公
』の
力
で
地
域

の
バ
ス
交
通
を
維
持
し
て
い
く
方
法
は
な
い

か
。自
治
体
や
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
と一緒

に
真
剣
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。」（
宮
岸
氏
）

　

金
沢
の
よ
う
な
国
内
有
数
の
地
方
都
市

を
有
す
る
地
域
で
す
ら
、
民
間
主
体
で
バ

ス
交
通
を
支
え
る
こ
と
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
は
、
極
め
て
示
唆
的
で

あ
る
。
事
業
者
・
自
治
体
・
住
民
が
一
体

と
な
っ
て
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
バ
ス

交
通
の
在
り
方
を
議
論
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

規
制
緩
和
の
影
響
で
揺
ら
い
だ

内
部
補
助

コ
ロ
ナ
禍
が
さ
ら
な
る
大
打
撃
に

持
続
可
能
な

地
域
バ
ス
交
通
の
た
め
、

自
治
体
や
住
民
を
巻
き
込
ん
だ

議
論
が
必
要
に

写真提供：北陸鉄道（株）

北陸鉄道や金沢市等が
運営するデジタル交通サービス

「のりまっし金沢」
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2
奈
川
県
平
塚
市
に
本
社
を
置
く
神
奈
川
中
央
交
通（
株
）は
、国
内
バ
ス
業
界
の
大
手
事
業
者
で
あ
る
。神

奈
川
県
の
ほ
ぼ
全
域
と
、隣
接
す
る
東
京
都
町
田
市
・
多
摩
市
・
八
王
子
市
な
ど
を
営
業
区
域
と
し
て
お

り
、戦
後
の
首
都
圏
の
旺
盛
な
人
口
移
動
需
要
を
取
り
込
み
、成
長
を
遂
げ
て
き
た
。さ
ら
に
バ
ス
事
業
に
と
ど
ま

ら
ず
、タ
ク
シ
ー
や
不
動
産
、飲
食・娯
楽
、ホ
テ
ル
事
業
に
参
入
す
る
な
ど
、経
営
の
多
角
化
に
よ
っ
て
成
長
モ
デ
ル

を
確
立
し
て
き
た
。今
後
は
少
子
高
齢
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
環
境
を
見
据
え
て
、地
域
を

巻
き
込
ん
だ
新
た
な
バ
ス
事
業
の
在
り
方
を
模
索
し
て
い
く
考
え
だ
。

神 首
都
圏
の
バ
ス
事
業
者
が
目
指
す

地
域
連
携
の
新
し
い
形

　

国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
事
業
規
模
を
誇
る

神
奈
川
中
央
交
通
の
強
み
は
、首
都
圏
に
盤

石
な
収
益
基
盤
を
持
つ
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。

早
く
か
ら
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、新

需
要
の
開
拓
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。古
く
は

1
9
7
0
年
、全
国
に
先
駆
け
て
深
夜
バ
ス
の

運
行
を
開
始
。1
9
8
8
年
に
業
界
初
の
バ

ス
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
実
用
化
し
て
い
る
。

　

ま
た
1
9
9
7
年
に
は「
ち
び
っ
子
50
円

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」と「
環
境
定
期
券
制
度
」と
い

う
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
る
。

前
者
は
、土
日・
祝
日
や
夏
休
み
期
間
な
ど

に
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
現
金
50
円
で一

般
路
線
バ
ス
を
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
だ
。

1
9
9
0
年
代
か
ら
輸
送
人
員
が
減
り
始
め

て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
、小
さ
な
子
を
持
つ
家

族
の
需
要
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、交
通
渋

滞
を
減
少
さ
せ
る
狙
い
で
導
入
し
た
も
の
だ
。

　

ま
た
後
者
は
、通
勤・通
学
定
期
券
を
持
つ

利
用
者
が
そ
の
定
期
券
を
見
せ
る
だ
け
で
、

同
伴
す
る
同
居
家
族
が
土
日・祝
日
な
ど
に

現
金
1
0
0
円（
小
人
現
金
50
円
）で
乗
れ

る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。マ
イ
カ
ー
か
ら
公

共
交
通
へ
の
シ
フ
ト
を
促
し
、渋
滞
緩
和
と

C
O
2
削
減
に
つ
な
げ
よ
う
と
、ド
イ
ツ
の
最

先
端
事
例
を
参
考
に
考
案
し
た
も
の
だ
。

　

今
後
、大
都
市
圏
を
営
業
区
域
と
す
る
同

社
も
、少
子
高
齢
化・人
口
減
少
に
伴
っ
て
輸

送
人
員
が
中
長
期
的
に
減
少
し
て
い
く
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。主
要
路
線
が
走
っ
て
い
る

の
は
、大
規
模
住
宅
団
地
を
多
数
抱
え
た
古

く
か
ら
の
ベッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
り
、居
住
人
口
の

減
少
や
住
民
の
高
齢
化
等
に
よ
り
輸
送
人
員

の
落
ち
込
み
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。コ
ロ
ナ

禍
を
契
機
に
テ
レ
ワ
ー
ク
が
定
着
す
る
な
ど
、

人
々
の
移
動
が
変
容
し
た
こ
と
も
、首
都
圏
の

バ
ス
需
要
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　
「
バ
ス
業
界
は
今
、大
き
な
転
換
期
に
あ
り

ま
す
。よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
、経
営
環
境
の

変
化
が
コ
ロ
ナ
禍
で一気
に
加
速
し
ま
し
た
。

新
し
い
生
活
様
式
が
浸
透
し
、現
在
の
輸
送

人
員
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
8
割
程
度
。今
後
も

大
幅
な
改
善
は
見
込
め
な
い
こ
と
を
前
提
に
、

当
社
に
根
づ
い
て
い
る 

“
挑
戦
”の
D
N
A
を

活
か
し
な
が
ら
、新
し
い
バ
ス
事
業
の
在
り
方

を
切
り
拓
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

　

今
後
の
方
向
性
に
つい
て
、取
締
役
専
務
執

行
役
員
の
今
井
雅
之
氏
は
こ
の
よ
う
に
説
明

す
る
。

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た

施
策
に
次
々
と
挑
戦

CASE
神奈川中央交通

株式会社
（神奈川県平塚市）

地方バス業界の
課題と取り組み

神奈川中央交通株式会社 取締役専務執行役員

今井 雅之 氏

将
来
の
公
共
交
通
に
向
け
て

自
治
体
や
大
学
、地
域
企
業
と

積
極
的
に
連
携

写真提供：神奈川中央交通（株）
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将
来
に
向
かって
バ
ス
の
公
共
交
通
網
を
維

持
し
て
い
く
上
で
は
、事
業
者
単
独
の
人
材
や
資

産
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、地
域
を
中
心

に
、外
部
の
関
係
者
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み

が
欠
か
せ
な
い
。そ
こ
で
同
社
は
新
た
な
挑
戦
と

し
て
、地
元
の
自
治
体
や
大
学
、異
業
種
企
業
な

ど
と
の
連
携
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、自
治
体
と
の
関

係
強
化
だ
。同
社
の
営
業
区
域
だ
け
で
計
25

も
の
市
町
村
と
の
関
わ
り
が
あ
り
、そ
の
う
ち

21
の
自
治
体
で「
地
域
公
共
交
通
会
議
」が
設

置
さ
れ
て
い
る
。地
域
公
共
交
通
会
議
と
は
、

2
0
0
6
年
の
道
路
運
送
法
改
正
に
伴
い
、地

域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
運
送

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、活
力
あ
る
地
域
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、自
治
体・住
民・交
通
事
業
者

な
ど
の
地
域
の
関
係
者
が
協
議
す
る
場
と
し
て

導
入
さ
れ
た
制
度
だ
。会
議
体
を
設
置
す
る
主

体
は
自
治
体
だ
が
、そ
の
意
義
を
重
視
し
た
同

社
が
早
く
か
ら
関
係
自
治
体
を
訪
れ
て
積
極
的

に
周
知
し
た
結
果
、こ
れ
ほ
ど
多
く
の
自
治
体

で
迅
速
に
設
置
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
と
い
う
。

　

同
社
が
神
奈
川
県
足
柄
上
郡
中
井
町
に
お

い
て
、デ
マ
ン
ド
バ
ス（
既
定
の
経
路
や
時
刻
表

が
な
い
予
約
型
の
バ
ス
）の
運
行
を
開
始
し
た
の

も
、地
域
公
共
交
通
会
議
で
の
対
話
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
。同
町
は
、近
く
の
幹
線
道
路
に
は
バ

ス
が
走
って
い
る
も
の
の
、そ
こ
に
ア
ク
セ
ス
す
る

ま
で
の
道
が
狭
く
人
口
も
少
な
い
た
め
、町
内

エ
リ
ア
に
は
バ
ス
が
定
期
運
行
さ
れ
て
い
な
かっ

た
。高
齢
者
の
移
動
手
段
が
な
く
困
って
い
る
、

と
い
う
声
を
聞
い
た
同
社
が
自
治
体
と
協
議

し
、2
0
1
3
年
に
町
内
の
移
動
を
支
援
す
る

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
実
証
実
験
を
開
始
。そ
の
後
、

正
式
に
事
業
化
さ
れ
た
。ワ
ゴ
ン
車
を
用
い
て
、

地
域
の
小
売
店
や
病
院
、A
T
M
店
舗
な
ど
地

域
の
生
活
関
連
施
設
ま
で
予
約
に
応
じ
て
住

民
を
運
ぶ
サ
ー
ビ
ス
で
、傘
下
の
タ
ク
シ
ー
会
社

が
運
行
を
担
って
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、需
要
規
模
に
応
じ
た
車
両

サ
イ
ズ
の
適
正
化
に
よ
り
、大
型
二
種
免
許
の

運
転
士
不
足
に
対
す
る
対
策
を
図
る
な
ど
の

取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
。同
社
が
2
0
0
5

年
に
藤
沢
市
で
導
入
し
た
全
国
初
の
ノ
ン
ス

テ
ッ
プ
連
節
バ
ス
も
そ
の一例
だ
。移
動
需
要
の

多
い
地
域
に
連
節
バス
を
導
入
す
る
こ
と
で
、相

対
的
に
少
な
い
運
転
士
で
多
く
の
旅
客
輸
送

が
可
能
に
な
る
。

　

近
年
は
、自
動
運
転
や
M
a
a
S
の
実
証
実

験
に
参
画
す
る
な
ど
、デ
ジ
タ
ル
化
への
対
応
に

も
積
極
的
だ
。こ
こ
で
も
同
社
は
、外
部
関
係
者

と
の
連
携
を
重
視
し
て
い
る
。自
動
運
転
に
つい

て
は
2
0
1
7
年
、同
社
と
資
本
関
係
の
あ
る

小
田
急
電
鉄
と
共
に
慶
應
義
塾
と
連
携
協
力

協
定
を
締
結
。翌
2
0
1
8
年
に
は
自
動
運
転

バ
ス
の
関
連
技
術
を
開
発
す
る
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

系
列
の
S
B
ド
ラ
イ
ブ（
現
B
O
L
D
L
Y
）

と
も
協
定
を
結
ん
だ
。さ
ら
に
国
や
自
治
体
か

ら
の
支
援
を
得
て
、多
摩
市
や
横
浜
市
な
ど
に

お
い
て
自
動
運
転
バ
ス
の
実
証
実
験
を
次
々
と

実
施
。現
在
は
慶
應
義
塾
大
学
湘
南
藤
沢
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、自
動
運
転
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
定
常
運

行
中
だ
。外
部
と
の
連
携
は
技
術
蓄
積
の
た
め

だ
け
で
な
く
、関
係
性
を
深
め
る
中
で
新
た
な

需
要
を
模
索
す
る
狙
い
も
あ
る
。

　

ま
た
M
a
a
S
に
つ
い
て
は
2
0
2
2
年
、

小
田
急
電
鉄
が
開
発
し
た
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

（
E
M
o
t
）を
活
用
し
て
、デ
ジ
タ
ル
チ
ケ
ッ
ト

（
バ
ス
も
や
り
M
a
a
S
）の
実
証
実
験
を
行
っ

た
。平
日
朝
の
通
勤
時
間
帯
以
外
に
路
線
バ
ス

全
区
間
が
1
カ
月
乗
り
放
題
と
な
る
チ
ケ
ッ

ト
を
1
万
円
で
販
売
。地
域
の
約
40
の
商
業

施
設
や
飲
食
店
な
ど
と
連
携
し
、月
内
に
そ
の

う
ち
4
店
舗
を
利
用
す
る
と
乗
り
放
題
サ
ー

ビ
ス
が
翌
1
カ
月
分
も
延
長
さ
れ
る
と
い
う

も
の
。オ
フ
ピ
ー
ク
時
の
人
々
の
外
出
を
促
し

て
、地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
試
み
で
あ
る
。

　
「
将
来
的
に
は
、M
a
a
S
ア
プ
リ
を
シ
ー
ム

レ
ス
な
乗
り
継
ぎ
支
援
に
も
活
用
し
た
い
考
え

で
す
。例
え
ば
、乗
客
の
少
な
い
地
域
で
は
デ
マン

ド
バ
ス
を
ア
プ
リ
で
予
約
し
て
い
た
だ
き
、幹
線

道
路
の
バス
に
最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
乗
り
継
げ

る
よ
う
にマッ
チ
ン
グ
で
き
れ
ば
、お
客
様
の
乗
り

換
え
ス
ト
レ
ス
を
抑
え
な
が
ら
、路
線
を
効
率

化
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」（
今
井
氏
）

　

同
社
は
、バ
ス
事
業
者
と
し
て
独
自
の「
ま

ち
づ
く
り
」に
も
挑
戦
し
始
め
て
い
る
。

2
0
2
2
年
、独
立
行
政
法
人 

都
市
再
生

機
構（
U
R
都
市
機
構
）と
の
間
で
、バ
ス
路
線

沿
線
団
地
等
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
包

括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。U
R
は
現
在
、

老
朽
化
が
進
ん
だ
公
団
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
計
画

を
進
め
て
い
る
。そ
の
公
団
の
多
く
は
最
寄
り

駅
か
ら
距
離
が
あ
り
、バ
ス
路
線
が
地
域
の

足
を
支
え
て
き
た
。そ
こ
で
同
社
は
、バ
ス
路

線
を
維
持・強
化
す
る
だ
け
で
な
く
、公
団
前

の
バ
ス
終
点
に
あ
る
折
り
返
し
場
を
整
備
し

て
、安
全
性・快
適
性
を一層
確
保
。さ
ら
に
そ

の
周
囲
に
、人
々
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
な

店
舗
や
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
施
設
を
置
く
こ
と
を
構

想
し
て
い
る
。バ
ス
事
業
の
ほ
か
、生
活
密
着
型

の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
き
た
同
社

の
強
み
が
活
か
せ
る
と
期
待
で
き
る
。

　
「
長
年
、地
域
の
み
な
さ
ん
の
移
動
や
生
活

を
支
え
、地
元
の
文
化
も
熟
知
し
て
い
る
我
々

バ
ス
事
業
者
だ
か
ら
こ
そ
、提
案
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。外
部
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
の
力
も
得
な
が
ら
、さ
ま

ざ
ま
な
構
想
を
ご
提
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。」（
今
井
氏
）

　

地
域
公
共
交
通
の
未
来
の
た
め
に
、現
状
の

民
間
主
体
の
バ
ス
事
業
の
在
り
方
を
見
直
す

べ
き
と
の
声
が
強
ま
っ
て
い
る
。自
治
体
や
地

域
企
業
を
含
む
外
部
関
係
者
と
の
連
携
を
図

り
、バス
事
業
者
な
ら
で
は
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど

を
提
案
し
て
い
く
神
奈
川
中
央
交
通
の
取
り

組
み
は
、こ
れ
か
ら
の
民
と
公
の
関
係
性
を
切

り
拓
く一つの
突
破
口
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

バ
ス
事
業
者
と
し
て

ま
ち
づ
く
り
に
も
貢
献

「
民
」と「
公
」の

新
し
い
関
係
を
切
り
拓
く

11

Next Japan

11

Next Japan



—

地
方
バ
ス
事
業
の
経
営
環
境
が
厳

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
地
方
バ
ス
事
業
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
は
、貸
切
バ
ス・
高
速
バ
ス
事
業
で
得

た
収
益
で
路
線
バ
ス
事
業
の
赤
字
を
補
う

こ
と
で
辛
う
じ
て
維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、そ
れ
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
さ
ら
に
大

き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。地
域
の
移
動

手
段
と
し
て
、地
方
バ
ス
事
業
は
絶
対
に
な

く
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
か
ら
、我
々
と

し
て
も
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。行
政
の
枠
組
み
を
短
期
的
に
変
え

る
の
は
難
し
い
の
で
す
が
、数
年
単
位
で
振

り
返
っ
た
と
き
に「
大
き
く
変
わ
っ
た
な
」

と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な

制
度
改
革
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

—

す
で
に
国
土
交
通
省
で
は
各
種
の
検

討
会
・
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、新
た
な
補

助
・
支
援
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
積
極

的
に
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
事
業
者
の
赤
字
補
填
を
基
本
と
す

る
既
存
の
補
助
金
の
枠
組
み
は
、我
々
も

工
夫
の
余
地
が
あ
る
と
以
前
か
ら
考
え
て

い
ま
し
た
。バ
ス
路
線
の
欠
損
額
を
単
年

度
で
補
填
す
る
仕
組
み
で
は
、バ
ス
事
業
者

が
業
務
改
善
を
図
っ
て
赤
字
を
削
減
す
る

と
補
助
金
も
減
っ
て
し
ま
う
た
め
、サ
ー
ビ

ス
向
上
な
ど
に
取
り
組
む
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

が
働
き
に
く
い
面
が
あ
り
ま
し
た
。し
か

も
、バ
ス
路
線
の
系
統
単
位
で
の
補
填
な
の

で
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
で
利
便
性
の
向
上

や
運
行
の
効
率
化
を
図
ろ
う
と
す
る
意
識

も
生
ま
れ
に
く
い
と
言
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、2
0
2
2
年
3
月
に
発
足
し

た
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
地
域
交
通
の

「
リ
・
デ
ザ
イ
ン
」有
識
者
検
討
会
で
は
、

同
年
8
月
に
意
欲
的
な
提
言
を
ま
と
め
ま

し
た
。補
助
制
度
の
具
体
策
と
し
て「
意

欲
的
な
地
域
に
対
す
る
エ
リ
ア
一
括
で
複

数
年
化
さ
れ
た
支
援
制
度
の
創
設
」を
提

言
し
て
い
ま
す
。そ
の
内
容
は
、2
0
2
3

年
度
・
一
般
会
計
予
算
の
国
土
交
通
省
・

公
共
事
業
関
係
予
算
案
に
も
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。自
治
体
が
事
業
者
に
対
し
、一

定
エ
リ
ア
の
公
共
交
通
を
一
括
し
て
長
期
で

運
行
委
託
す
る
場
合
に
、そ
れ
を
補
助
す

る
制
度
を
創
設
す
る
方
針
が
決
ま
っ
た
の

で
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、単
年
度
で
赤
字
補
填
す

方
の
バ
ス
事
業
者
の
多
く
が
苦
境
に
立
た
さ
れ
る
中
、行
政
も
課
題
解
決
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。赤
字
補
填
を

企
図
し
た
従
来
の
補
助
制
度
に
と
ど
ま
ら
ず
、脱
炭
素
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
の
設
備
投
資
を
後
押
し
し
た
り
、社
会
資
本
整
備
や
ま
ち
づ

く
り
な
ど
の
観
点
か
ら
地
方
バ
ス
事
業
を
支
援
す
る
よ
う
な
新
た
な
施
策
も
生
ま
れ
て
い
る
。バ
ス
事
業
を
支
え
る
地
域
公
共
交
通
政
策
の
最
新
の

取
り
組
み
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、国
土
交
通
省 

自
動
車
局 

旅
客
課
長 

森
哲
也
氏
に
聞
い
た
。

地

01PERSPECTIVE
地方バス業界の展望

地
方
バ
ス
を
中
心
と
し
た

地
域
公
共
交
通
政
策
の
方
向
性
と
未
来
像

新潟県出身。東京大学大学院法学政治学研究科修了、ミシガン大学ロースクール修了。1999年4月に運輸
省入省。その後、観光庁総務課企画官、外務省在アメリカ合衆国日本国大使館参事官、愛知県都市・交通局
長などを歴任。22年7月より現職。

国土交通省 
自動車局 旅客課長

森
も り

 哲
て つ や

也 氏

地
方
バ
ス
の「
リ
・
デ
ザ
イ
ン
」に

向
け
て
、新
た
な
支
援
の
枠
組
み
を

次
々
と
創
設
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る
枠
組
み
よ
り
も
事
業
者
の
財
務
状
況
が

安
定
化
し
、エ
リ
ア
全
体
を
俯
瞰
し
た
運

行
の
効
率
化
な
ど
を
図
り
や
す
く
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。同
検
討
会
が
重
ね
て
き

た
議
論
が
結
実
し
た
、一つ
の
大
き
な
成
果

だ
と
思
い
ま
す
。

—

ほ
か
に
は
、ど
の
よ
う
な
支
援
制

度
を
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

電
気
自
動
車（
E
V
）バ
ス
の
導
入
支

援
は
そ
の
一
例
で
す
。E
V
バ
ス
導
入
は
、

C
O
2（
二
酸
化
炭
素
）排
出
削
減
に
つ
な

が
る
だ
け
で
な
く
、騒
音
も
少
な
く
、加

速
・
減
速
も
滑
ら
か
な
た
め
乗
客
の
転

倒
防
止
な
ど
に
も
効
果
的
で
す
。そ
こ
で

2
0
2
2
年
度
の
補
正
予
算
お
よ
び
23

年
度
の
当
初
予
算
を
通
し
て
、E
V
バ
ス

の
よ
う
な
先
進
的
な
車
両
の
導
入
に
対

す
る
補
助
の
枠
組
み

を
整
え
ま
し
た
。

　

な
お
、2
0
2
3

年
度
の
税
制
改
正

大
綱
で
は
、E
V
バ

ス
導
入
の
た
め
に
充

電
設
備
な
ど
を
取

得
し
た
場
合
の
固
定

資
産
税
を
5
年
度

に
わ
た
っ
て
軽
減
す

る
措
置
も
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。補
助

制
度
と
併
せ
て
活
用
し
、ぜ
ひ
事
業
者
の

み
な
さ
ん
に
前
向
き
な
投
資
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

—

国
の
予
算
全
体
の
制
約
が
あ
る
中

で
、地
方
バ
ス
関
連
の
予
算
を
今
後
ど
の

よ
う
に
確
保
し
て
い
く
お
考
え
で
す
か
。

　

新
た
な
税
財
源
を
つ
く
ら
な
い
限
り
毎

年
度
の
国
家
予
算
規
模
は
大
き
く
は
増

え
ず
、バ
ス
関
連
予
算
だ
け
を
単
独
で
増

強
し
よ
う
と
し
て
も
限
界
は
あ
り
ま
す
。

地
方
自
治
体
で
は「
交
通
税
」な
ど
を
検

討
し
て
い
る
例
も
出
て
い
ま
す
が
、国
レ
ベ

ル
で
税
財
源
を
創
設
す
る
に
は
国
民
全

体
の
合
意
形
成
が
必
要
で
あ
り
、ハ
ー
ド

ル
は
極
め
て
高
い
の
が
現
実
で
す
。

　

そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、既
存
の
予

算
の
枠
組
み
を
見
直
す
こ
と
で
財
源
を

捻
出
し
て
い
く
方
法
で
す
。

　

今
回
、我
々
が
23
年
度
の
予
算
編
成
で

取
り
組
ん
だ
の
は「
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
」の
見
直
し
で
し
た
。社
会
資
本

整
備
を
進
め
る
自
治
体
に
対
す
る
補
助

の
枠
組
み
で
す
が
、基
幹
事
業
と
し
て
新

た
に「
地
域
公
共
交
通
再
構
築
事
業
」と

い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
創
設
し
、ま
ち
づ
く

り
計
画
と
一
体
と
な
っ
た
地
域
公
共
交
通

を
再
構
築
す
る
事
業
に
関
し
て
、地
方
バ

ス
な
ど
公
共
交
通
の
た
め
に
使
う
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。こ
の
結
果
、停
留
所

や
E
V
バ
ス
充
電
設
備
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整

備
は
基
幹
事
業
と
し
て
活
用
で
き
る
と

と
も
に
、イ
ン
フ
ラ
整
備
と
一
体
と
な
っ
た

E
V
バ
ス
の
車
両
購
入
に
つ
い
て
も
、効
果

促
進
事
業
と
し
て
こ
の
交
付
金
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
近
は
省
内
の
各
部
門
が“
タ
テ
割

り
”の
壁
を
乗
り
越
え
、専
門
領
域
を
広

げ
て
課
題
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、複

数
部
門
で
連
携
す
る
余
地
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。今
回
の「
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
」の
見
直
し
も
、部
門
横
断
的
な
取

り
組
み
の
一
例
と
言
え
ま
す
。こ
う
し
た

例
が
増
え
れ
ば
、限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

も
、よ
り
効
果
の
高
い
予
算
配
分
の
枠
組

み
に
シ
フ
ト
し
て
い
け
る
は
ず
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

—

地
方
バ
ス
事
業
者
に
と
っ
て
、も

う
一
つ
の
大
き
な
課
題
が
運
転
者
不
足

で
す
。

　

以
前
か
ら
慢
性
的
な
運
転
者
不
足
は

バ
ス
事
業
者
の
悩
み
の
種
で
し
た
が
、コ
ロ

ナ
禍
に
伴
っ
て
バ
ス
交
通
の
需
要
が
一
時
激

減
し
た
こ
と
を
受
け
て
、運
転
者
の
離
職

が
一
気
に
増
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。バ
ス
需

要
が
徐
々
に
回
復
す
る
中
で
、供
給
側
が

そ
れ
に
対
応
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が

出
て
い
ま
す
。
極
め
て
深
刻
な
状
況
で
、

我
々
と
し
て
も
バ
ス
業
界
の
運
転
者
確
保

を
最
重
要
課
題
と
捉
え
、対
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

根
本
的
な
解
決
策
は
、バ
ス
運
転
者
の

労
働
条
件
を
改
善
し
て
、職
業
と
し
て
の

魅
力
を
高
め
る
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に

は
運
転
者
の
賃
金
の
引
き
上
げ
が
必
要

で
、そ
の
手
段
の
一つ
と
し
て
、運
賃
の
引

部
門
横
断
の
連
携
に
よ
り
、

「
社
会
資
本
整
備
」の
枠
組
み
で
の

バ
ス
支
援
事
業
が
誕
生

運
転
者
不
足
克
服
は
最
重
要
課
題

魅
力
あ
る
職
場
環
境
づ
く
り
が

不
可
欠

社会資本整備総合交付金は停留所整備等への活用も期待される
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き
上
げ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
運
賃
改
定

だ
け
で
す
べ
て
の
課
題
が
解
決
で
き
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、世
の
中
の
物
価

動
向
に
合
わ
せ
た
形
で
賃
金
も
あ
る
程

度
上
が
っ
て
い
く
仕
組
み
に
し
な
い
と
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
と
は
言
え
ま
せ
ん
。し
か
し

実
際
に
は
、過
去
15
～
20
年
も
運
賃
の
値

上
げ
を
行
っ
て
い
な
い
バ
ス
事
業
者
が
大

半
な
の
で
す
。
運
賃
を
抑
え
れ
ば
過
度

な
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
り
、運
行
の
安

全
性
に
も
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。き
ち
ん
と
安
全
対
策
を
行
い
、そ
の
コ

ス
ト
を
適
切
に
上
乗
せ
し
て
運
賃
改
定

を
申
請
す
る
よ
う
、我
々
も
事
業
者
に
要

請
し
て
い
ま
す
。

　

運
転
者
確
保
の
も
う
一つ
の
ハ
ー
ド
ル
に

な
っ
て
い
る
の
が
、有
償
で
乗
客
を
運
ぶ
た

め
の「
第
二
種
運
転
免
許（
二
種
免
許
）」

で
す
。バ
ス
事
業
者
と
し
て
は
、免
許
さ

え
あ
れ
ば
誰
で
も
良
い
わ
け
で
は
な
く
、

当
然
な
が
ら
自
社
に
ふ
さ
わ
し
い
能
力
や

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
備
え
た
人
を
社
員
と

し
て
採
用
し
た
い
と
考
え
ま
す
。採
用
し

て
か
ら
免
許
を
取
得
さ
せ
よ
う
と
す
れ

ば
、運
転
者
と
し
て
収
益
貢
献
で
き
な
い

状
況
が
し
ば
ら
く
続
く
わ
け
で
、事
業
者

の
コ
ス
ト
負
担
は
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
国
交
省
で
は
22
年
12
月
に
成
立
し

た
補
正
予
算
で
、二
種
免
許
の
取
得
を
支

援
す
る
補
助
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

な
お
、免
許
制
度
自
体
も
見
直
さ
れ
て

お
り
、こ
れ
ま
で「
21
歳
以
上
で
普
通
免

許
の
保
有
歴
3
年
以
上
」で
な
い
と
二
種

免
許
は
取
得
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、22

年
５
月
の
改
正
道
路
交
通
法
施
行
に
よ

り
、「
19
歳
以
上
で
普
通
免
許
保
有
歴
1

年
以
上
」で
取
得
で
き
る
特
例
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
人
材
確
保
を
後
押
し
す
る
た

め
、2
0
2
0
年
度
に「
働
き
や
す
い
職

場
認
証
制
度（
運
転
者
職
場
環
境
良
好

度
認
証
制
度
）」を
創
設
し
ま
し
た
。バ
ス

事
業
者
を
は
じ
め
、自
動
車
運
送
事
業
者

の
職
場
環
境
改
善
に
向
け
た
活
動
に
対

し
て
認
証
を
与
え
る
も
の
で
、審
査
を
受

け
、要
件
を
満
た
せ
ば
認
証
を
取
得
で
き

ま
す
。当
初
は「
一つ
星
認
証
」の
み
で
し

た
が
、事
業
者
が
よ
り
働
き
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
を
目
指
せ
る
よ
う
、22
年
度

か
ら
上
位
認
証
と
な
る「
二
つ
星
認
証
」

を
導
入
し
ま
し
た
。職
場
環
境
の
整
備
を

促
す
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
あ
る
制

度
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
制
度
も
後
押
し
に
し
て
、バ

ス
運
転
者
が
魅
力
あ
る
職
業
と
し
て
広

く
認
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、業
界
と
行

政
が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

—

欧
州
で
は
地
域
公
共
交
通
は「
公

共
サ
ー
ビ
ス
」と
位
置
づ
け
ら
れ
、日
本

で
も
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
施

行
以
降
、公
的
関
与
が
強
化
さ
れ
る
流

れ
に
あ
り
ま
す
。今
後
の
公
共
交
通
支

援
の
在
り
方
に
つ
い
て
、ど
う
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

　

日
本
の
地
方
バ
ス
事
業
は
民
間
主
導

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、一
方
で
、地
域
の

足
を
守
る
た
め
に
、赤
字
が
出
た
場
合
は

公
的
に
補
填
す
る
仕
組
み
が
明
確
に
整

備
さ
れ
て
お
り
、公
共
交
通
を
国
や
自
治

体
が
支
え
る
と
い
う
考
え
方
も
、受
け
入

れ
ら
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。し
か
し
、そ

れ
で
は
十
分
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

現
行
の
補
助
の
枠
組
み（
地
域
間
幹
線

系
統
補
助
）で
は
、「
1
日
の
運
行
回
数
が

3
回（
朝
、昼
、夕
）以
上
で
、輸
送
量
15

人
以
上
」が
要
件
で
す
が
、全
国
を
見
渡

す
と
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
か
ら

輸
送
人
員
が
下
げ
止
ま
り
、こ
の
要
件
が

満
た
せ
な
い
系
統
が
増
加
し
て
お
り
ま

す
。民
間
の
経
営
努
力
だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
、自
治
体
も
積
極
的
に
関
与
し
、地

方
バ
ス
路
線
の
維
持
存
続
に
つ
い
て
適
切

な
対
応
を
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。一
方

で
、地
方
都
市
に
は
民
間
の
力
を
発
揮
し

て
経
営
改
革
や
サ
ー
ビ
ス
刷
新
に
取
り
組

ん
で
い
る
意
欲
的
な
バ
ス
事
業
者
も
あ
り

ま
す
。そ
の
場
合
は
、民
間
に
任
せ
て
よ

り
創
意
工
夫
を
発
揮
し
て
も
ら
え
る
仕

組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

今
後
は
、公
と
民
の
役
割
を
あ
る
程
度
意

識
し
て
整
理
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、地
方
バ
ス
の
将
来
に
希

望
を
持
て
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
し

よ
う
と
、我
々
行
政
も
必
死
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。事
業
者
や
自
治
体

の
み
な
さ
ん
の
協
力
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
明
る
い
未
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、

と
も
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

運転者不足克服は最重要課題
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本
と
同
様
の
課
題
に
直
面
し
な
が
ら
も
、住
民
に
対
す
る「
公
共
サ
ー
ビ
ス
」と
し
て
、地
方
自
治
体
が
責
任
を
持
つ
仕
組
み
に
し
た
こ
と
で

大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
の
が
欧
州
の
地
方
バ
ス
事
業
で
あ
る
。日
本
も
近
年
、公
的
関
与
が
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。海
外
と
の
比
較
に
お

い
て
、日
本
の
地
方
バ
ス
事
業
の
課
題
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。欧
州
の
事
例
に
学
ぶ
べ
き
点
は
ど
こ
か
。現
行
の
補
助
金
・
支
援
シ
ス
テ
ム
は
ど
う
見
直

し
て
い
く
べ
き
か
。国
内
や
欧
州
の
公
共
交
通
に
精
通
し
て
い
る
関
西
大
学
教
授
の
宇
都
宮
浄
人
氏
に
聞
い
た
。

日

—
地
方
バ
ス
事
業
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
の
現
状
と
課
題
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

端
的
に
言
え
ば
、高
度
経
済
成
長
時
代
に

成
果
を
あ
げ
て
き
た
民
間
主
導
に
よ
る
地

方
バ
ス
の
事
業
モ
デ
ル
が
、低
成
長・人
口
減

少
時
代
に
行
き
詰
ま
り
、さ
ま
ざ
ま
な
構
造

的
課
題
が
浮
上
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
人
々
の
移
動
が
制
限
さ
れ
、公

共
交
通
の
需
要
が
減
っ
た
こ
と
も
大
打
撃
で

し
た
が
、そ
れ
以
前
か
ら
大
半
の
バ
ス
事
業

者
は
赤
字
状
態
で
し
た
。補
助
金
に
よ
っ
て

何
と
か
経
営
を
維
持
し
て
き
た
の
が
実
情
で

す
。一部
の
黒
字
事
業
者
も
、設
備
投
資
な
ど

を
控
え
る
こ
と
で
辛
う
じ
て
赤
字
を
回
避
し

て
い
る
に
過
ぎ
ず
、企
業
経
営
と
し
て
は
か

な
り
無
理
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。投
資
や
コ

ス
ト
を
削
減
し
続
け
て
き
た
結
果
、人
件
費

の
水
準
が
上
が
ら
ず
、働
く
人
材
も
集
ま
り

に
く
く
、そ
の
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
水
準
も
上

が
ら
な
い
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

経
営
の
持
続
性
の
観
点
か
ら
も
、非
常
に
危

う
い
状
況
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

も
う
一つ
気
に
な
る
点
は
、バ
ス
に
限
ら
ず
、

日
本
に
お
け
る
公
共
交
通
に
関
す
る
議
論

が
、「
最
低
限
必
要
な
移
動
の
足
を
ど
う
維

持
す
る
か
」に
主
眼
が
置
か
れ
が
ち
な
こ
と

で
す
。も
ち
ろ
ん
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
と
し
て
移

動
手
段
の
確
保
は
不
可
欠
で
す
が
、そ
れ
を

前
提
と
し
た
上
で
、公
共
交
通
に
よ
っ
て「
生

活
の
質（
Q
O
L
）」や「
持
続
可
能
性
」を
高

め
る
視
点
こ
そ
が
大
切
で
す
。

　

バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
で
、あ
ら
ゆ
る
世
代
の
移
動
を

促
し
、人
同
士
の
つ
な
が
り
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
。街
の
賑
わ
い
が
創
出
さ

れ
、地
域
が
活
性
化
す
る
。ま
た
、自
動
車

に
過
度
に
依
存
し
た
状
態
を
是
正
し
、交
通

事
故
や
渋
滞
、C
O
2
排
出
な
ど
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
。こ
れ
ら
が
結
果
的
に
多
く

の
人
々
の
Q
O
L
向
上
に
つ
な
が
り
、地
域

社
会
の
持
続
可
能
性
も
高
ま
る
わ
け
で
す
。

「
人
の
た
め
」「
地
域
の
た
め
」と
い
う
視
点

が
抜
け
落
ち
て
、バ
ス
事
業
の
収
支
を
ど
う

す
る
か
と
いっ
た
議
論
に
終
始
し
て
い
る
現

状
を
強
く
懸
念
し
て
い
ま
す
。

—

構
造
的
な
課
題
克
服
の
た
め
、何
が

必
要
で
し
ょ
う
か
。
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単
な
る
移
動
の
足
の
確
保
に
と
ど
ま
る
の

で
は
な
く
、地
域
を
元
気
に
し
て
い
く
発
想
で

取
り
組
む
こ
と
が
出
発
点
で
す
。そ
の
た
め

に
は
コ
ス
ト
削
減
一辺
倒
で
は
な
く
、バ
ス
が
も

た
ら
す
付
加
価
値
や
魅
力
を
高
め
る
創
意

工
夫
が
大
切
で
す
。交
通
事
業
者
に
よ
る
価

値
創
造
を
支
援
し
て
い
く
仕
組
み
や
、そ
の
た

め
の
公
的
投
資
も
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

参
考
に
な
る
の
が
欧
州
の
取
り
組
み
で

す
。欧
州
で
は
、バ
ス
を
含
む
地
域
公
共
交

通
を「
公
共
サ
ー
ビ
ス（public service

）」

と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。社
会
に
と
っ
て
必
要

不
可
欠
で
あ
り
な
が
ら
民
間
の
商
業
ベ
ー
ス

で
は
供
給
で
き
な
い
た
め
、公
的
に
供
給
さ

れ
る
べ
き
サ
ー
ビ
ス
だ
と
明
確
に
定
義
し
て

い
る
わ
け
で
す
。資
金
面
も
含
め
て
公
的
責

任
が
明
確
化
さ
れ
て
い
て
、図
書
館
や
市
民

プ
ー
ル
な
ど
と
同
様
、公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス

で
黒
字
を
目
指
す
前
提
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
近
年
は
気
候
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、環
境

な
ど
の
課
題
へ
の
対
応
を
踏
ま

え
て「
持
続
可
能
な
都
市
モ
ビ

リ
テ
ィ
計
画（
S
U
M
P
）*」と

呼
ば
れ
る
計
画
が
欧
州
諸
国
全

体
で
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
こ

で
も
、事
業
収
支
よ
り
前
に
重

視
さ
れ
て
い
る
の
は「
人
」と「
地

域
」で
す
。ま
ち
づ
く
り・地
域
づ

く
り
の
大
目
標
と
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
が
あ
っ
て
、地
域
交
通
は
そ

れ
を
実
現
す
る
ツ
ー
ル
の
一つ
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

—

欧
州
と
日
本
の
違
い
は
ど

こ
か
ら
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

欧
州
も
初
め
か
ら
優
れ
た
交

通
政
策
を
導
入
し
て
い
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。欧
州
の
地
方

バ
ス
事
業
も
、以
前
は
地
域
政
策

と
は
結
び
つ
い
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、日
本
よ
り
も
早
く
需
要
が
頭
打
ち
と

な
り
、同
時
に
自
動
車
依
存
が
過
度
に
進
む

中
、都
市
機
能
の
郊
外
化
や
中
心
市
街
地
の

衰
退
な
ど
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
き
ま
し

た
。そ
こ
で
、ま
ち
づ
く
り
と
公
共
交
通
の
在

り
方
を
抜
本
的
に
見
直
し
、前
述
の
よ
う
に

公
的
責
任
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。バ
ス
事

業
に
つ
い
て
も
、自
治
体
が
主
導
す
る
モ
デ
ル

へ
舵
を
切
っ
た
の
で
す
。ま
ち
づ
く
り
を
含
め

た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
も
、自
治
体

な
ど
公
的
セ
ク
タ
ー
が
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
場
合
、都
市
化
が
進
ん
だ
人
口
集

積
度
の
高
い
地
域
に
お
い
て
は
、民
間
主
導
の

公
共
交
通
の
モ
デ
ル
が
う
ま
く
機
能
し
ま
し

た
。質
の
高
い
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
、創
意
工
夫
に
よ
っ
て
鉄
道
や
バ
ス
路
線

の
沿
線
都
市
開
発
も
進
ん
だ
わ
け
で
す
。そ

の
成
功
体
験
も
あ
っ
て
、日
本
で
は
公
共
交

通
を
民
間
主
導
に
す
る
の
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
は
右
肩
上
が
り
の
時

代
の
話
で
、大
都
市
圏
の一
部
を
除
け
ば
、今

後
も
維
持
す
る
の
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

　

日
本
と
同
様
の
問
題
に
直
面
し
た
こ
と
を

契
機
に
、地
方
バ
ス
を
ま
ち
づ
く
り
・地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
て
成
功
し
た
例
と
し
て
、オ
ー

ス
ト
リ
ア
東
部
の
ザ
ン
ク
ト
ペ
ル
テ
ン
市
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。人
口
6
万
人
弱
の
小
さ
な
地

方
都
市
で
す
が
、マ
イ
カ
ー
の
普
及
と
と
も
に

街
の
交
通
に
占
め
る
自
動
車
の
比
重
が
高
ま

り
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
出
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
2
0
0
3
年
に
交
通
を
抜
本
的
に

立
て
直
す
こ
と
を
決
め
、市
が
主
体
と
な
っ
て

「
L
U
P
」と
い
う
新
し
い
バ
ス
事
業
ブ
ラ
ン

ド
を
立
ち
上
げ
、日
本
の
大
都
市
圏
並
み
に

充
実
し
た
バ
ス
路
線
を
構
築
し
ま
し
た
。平

日
は
郊
外
で
も
最
低
30
分
に
1
本
程
度
バ
ス

が
運
行
し
て
お
り
、そ
れ
ら
が
中
心
部
に
向

か
う
た
め
、街
中
で
は
か
な
り
の
本
数
が
行

き
交
い
ま
す
。

　

本
数
が
多
く
て
も
、バ
ス
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が

低
け
れ
ば
乗
る
気
は
し
な
い
で
し
ょ
う
。マ
イ

カ
ー
利
用
者
に
公
共
交
通
へ
シ
フ
ト
し
て
も

ら
う
た
め
、車
両
自
体
の
ク
オ
リ
テ
ィ
に
も
こ

だ
わ
っ
て
お
り
、「
L
U
P
」は
1
0
0
％
バ

リ
ア
フ
リ
ー
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
全
土
を
走
る
連

邦
鉄
道
バ
ス
で
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
率
は
99
％

と
日
本
よ
り
遙
か
に
高
い
。10
年
程
度
で
車

両
を
更
新
す
る
た
め
、古
い
バ
ス
も
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
ザ
ン
ク
ト
ペ
ル
テ
ン
市
は
ま
ち
づ
く

り
も
見
直
し
、バ
ス
路
線
整
備
と
併
せ
、歩
行

者
向
け
の
道
路
や
歩
行
者
天
国
を
増
や
し
、

中
心
市
街
地
の
駐
車
場
だ
っ
た
場
所
は
中
世

の
時
と
同
じ
大
き
な
広
場
に
戻
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、6
万
人
程
度
の
欧
州
の
都

市
で
可
能
な
こ
と
を
、日
本
の
地
方
都
市
が

で
き
な
い
は
ず
は
な
い
と
思
い
ま
す
。時
代

環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
、こ
れ
ま
で
の
社
会
通
念
を
取
り
払
っ
て
、

新
た
な
公
共
交
通
の
枠
組
み
を
真
剣
に
考

え
る
べ
き
で
す
。

このマークは、SUMPプロセスにおいて政治が関与するポイントを示している。
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02

03

04

05

06
07

08

09

10

11

12

作業体制の
構築

モビリティの
現状分析

実施管理

レビューと
次へ向けて
の学習

アウトカム指標
の選定と目標値
の設定

アクションと責任
に関する合意

議決・議会承認と
資金調達の準備

ステーク
ホルダーとの
協働による施策
パッケージの
選択

ステークホルダーとの
協働による複数の将来
シナリオの構築

ステークホルダー
との協働による
ビジョンと
目的の作成

計画の
枠組みの決定

持続可能な都市
モビリティ計画
（SUMP）

モニタリング・
施策の調整・
コミュニケー
ション

マイルストーン:
SUMP策定の意思決定がなされた

マイルストーン:
実施された施策の評価が
行われた

マイルストーン:
持続可能な都市モビリ
ティ計画（SUMP)が
議決された マイルストーン:

課題と機会の
分析が完了した

マイルストーン:
ビジョン、目的、目標値が
合意された

私たちの持つリソースとは

計画の背景は何か

都市がかかえる主な問題と
機会は何か

将来の選択肢は何か

どのような都市にしたいのか

どうやって成功を判断するのか具体的に何をするのか

何が必要で、
誰が何をするのか

準備はできているか

どうすればうまく管理できるか

私たちはうまくやっているのか

私たちは何を学んだのか

© Rupprecht Consult 2019

準備と
分
析

実
施
と
モ

ニタ
リング

戦略
の

策
定

施
策
の

策
定

（図表）ＳＵＭＰ策定の１２のステップ

出典 ： 一般財団法人地域公共交通総合研究所「持続可能な都市モビリティ計画の策定と実施のためのガイドライン（第2版）」（SUMP）
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—
バ
ス
事
業
の
改
革
に
は
、必
要
資
金
を

誰
が
ど
う
負
担
す
る
か
と
い
う
問
題
が
出

て
き
ま
す
。

　

ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
補
助
金
の
在
り

方
の
見
直
し
で
す
。現
在
も
バ
ス
事
業
者
に

は
補
助
金
が
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、公
共

交
通
を
民
間
が
運
営
す
る
こ
と
を
前
提
に
、

赤
字
が
出
た
ら
補
填
す
る
と
い
う
考
え
方
で

す
。コ
ス
ト
削
減
を
強
く
促
す
一
方
で
、前
向

き
な
設
備
投
資・人
材
投
資
を
支
え
る
仕
組

み
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。結
果
的
に
サ
ー
ビ

ス
の
質
的
低
下
や
業
界
の
縮
小
均
衡
に
向
か

わ
せ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
を

見
直
し
、必
要
な
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
自
治
体

が
最
初
に
定
め
、複
数

年
契
約
を
結
ん
で
一
括

で
補
助
金
を
渡
し
、そ

れ
を
も
と
に
民
間
事
業

者
が
創
意
工
夫
で
き
る

手
法
の
方
が
良
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、例
え
ば
富
山

市
で
は
、年
間
１
億
円

の
公
的
補
助
を
投
入

し
て「
お
で
か
け
定
期
券
事
業（
６５
歳
以
上

の
同
市
内
在
住
者
が
市
内
各
地
か
ら
中
心

市
街
地
へ
出
か
け
る
際
に
公
共
共
通
機
関

を
１
乗
車
１
０
０
円
で
利
用
で
き
る
定
期

券
制
度
）」を
実
施
し
た
結
果
、街
に
出
か
け

る
高
齢
者
が
増
え
て
健
康
増
進
を
促
し
、約

7.
9
億
円
も
の
医
療
費
抑
制
に
つ
な
が
っ
た

と
い
う
試
算
が
あ
り
ま
す
。政
策
効
果
の
広

が
り
を
踏
ま
え
れ
ば
、バ
ス
事
業
に
対
す
る

予
算
の
捻
出
も
も
っ
と
部
門
横
断
的
に
考
え

て
よ
い
は
ず
で
す
。

　

そ
も
そ
も
公
共
交
通
が
充
実
す
る
こ
と

は
、前
述
の
よ
う
に
地
域
活
性
化
や
渋
滞
緩

和
な
ど
、間
接
的
に
幅
広
い
部
門
に
恩
恵
を

も
た
ら
す
も
の
で
す
。こ
の
よ
う
な
効
果
を

経
済
学
で
は「
外
部
効
果
」と
呼
び
ま
す
。

バ
ス
事
業
に
税
金
を
投
入
す
る
と
聞
く
と

抵
抗
を
感
じ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、公
共
交
通
が
も
た
ら
す
外
部
効
果
は

幅
広
く
及
ん
で
い
て
、実
は
バ
ス
の
直
接
的
な

利
用
者
以
外
も
、そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る

の
で
す
。2
0
2
2
年
7
月
、滋
賀
県
知
事

の
三
日
月
大
造
氏
が
公
共
交
通
を
支
え
る

財
源
と
し
て「
交
通
税
」創
設
を
公
約
に
掲

げ
、現
在
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、ク

ル
マ
を
運
転
す
る
人
も
含
め
地
域
に
暮
ら
す

人
々
が
受
益
者
な
わ
け
で
す
か
ら
、皆
で
そ

の
費
用
を
薄
く
広
く
負
担
す
る
と
い
う
構

想
は
理
に
か
な
っ
て
い
ま
す
。国
が
な
か
な
か

動
か
な
い
中
で
、地
方
か
ら
提
案
が
出
た
と

い
う
の
も
画
期
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
、地
方
バ
ス
支
援
に
要
す
る
お
金
は
、

財
政
支
出
全
体
か
ら
見
れ
ば
さ
ほ
ど
大
き
な

規
模
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。小
山
市
は
全
体
予

算
の
0.
2
%
の
支
出
で
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
を
大

き
く
改
善
し
、利
用
者
を
増
や
し
ま
し
た
。

　

公
共
交
通
分
担
率
は
今
、自
動
車
が
約

70
％
。バ
ス
は
わ
ず
か
5
%
程
度
で
す
。仮
に

マ
イ
カ
ー
利
用
者
が
10
人
に
1
人
だ
け
で
も

バ
ス
利
用
に
シ
フ
ト
し
て
く
れ
た
ら
、そ
れ
だ

け
で
需
要
は
倍
増
し
ま
す
。潜
在
的
な
移
動

の
需
要
を
喚
起
で
き
れ
ば
、地
域
に
も
た
ら

す
イ
ン
パ
ク
ト
は
極
め
て
大
き
い
の
で
す
。

—

地
方
交
通
の
充
実
に
は
お
金
だ
け
で

な
く
人
材
が
必
要
で
す
が
、自
治
体
は
人

的
リ
ソ
ー
ス
に
も
制
約
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
点
も
欧
州
の
取
り
組
み
が
参
考
に
な

る
と
思
い
ま
す
。欧
州
各
国
の
自
治
体
も
決

し
て
豊
富
な
人
材
を
抱
え
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企

業
や
大
学
に
公
共
交
通
や
ま
ち
づ
く
り
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
積
極
的
に
参
画
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、人
的
リ
ソ
ー
ス
の
不
足
を
補
っ
て
い

ま
す
。前
述
の「
S
U
M
P
」の
策
定
も
、外

部
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
専
門
的
な
知
識
を

提
供
し
、他
都
市
と
も
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
自
治
体
も
、交
通
部
門
だ
け
で
は

な
く
、ま
ち
づ
く
り
部
門
な
ど
も
巻
き
込
ん

で
、地
域
活
性
化
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
部

門
横
断
的
に
構
想
し
、人
的
リ
ソ
ー
ス
が
足

り
な
け
れ
ば
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
や
大

学
に
参
画
し
て
も
ら
い
、他
都
市
と
も
情
報

共
有
し
な
が
ら
、産
官
学
の
連
携
を
強
め
て

い
く
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

—

欧
州
と
の
比
較
に
お
い
て
、日
本
の
地

方
バ
ス
の
強
み
や
魅
力
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

現
場
の
人
材
力
の
水
準
が
非
常
に
高
い
こ

と
が
、地
方
バ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
公

共
交
通
の
最
大
の
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。そ

の
お
か
げ
で
、車
両
は
常
に
清
潔
で
す
し
、乗

務
員
は
親
切
で
、安
全
性
へ
の
信
頼
感
も
高

い
。し
か
し
残
念
な
が
ら
、現
在
の
地
方
バ
ス

事
業
の
枠
組
み
で
は
、そ
の
良
さ
が
十
分
発

揮
で
き
て
い
ま
せ
ん
。事
業
者
任
せ
に
す
る
の

で
は
な
く
、自
治
体
や
地
域
住
民
を
巻
き
込

ん
で
、地
方
バ
ス
の
魅
力
を
前
向
き
に
発
揮

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
が
重

要
で
す
。

＊
　
持
続
可
能
な
都
市
モ
ビ
リ
テ
ィ
計
画
（
サ
ン
プ
、

S
U
M
P
：S

u
sta

in
a

b
le

 U
rb

a
n

 M
o

b
ility 

P
lans

）

2
0
1
3
年
に
欧
州
委
員
会
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
、欧

州
に
お
け
る
都
市
交
通
計
画
の
コ
ン
セ
プ
ト
。「
生
活
の
質

（
Q
O
L
）を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、都
市
と
そ
の
周
辺
に

住
む
人
々
や
経
済
社
会
活
動
に
お
け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
ニ
ー

ズ
を
満
た
す
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
戦
略
的
な
計
画
」と
定

義
さ
れ
て
い
る
。従
来
の
交
通
計
画
が
交
通
流（
道
路
上

の
車
両
の
交
通
量
や
速
度
、渋
滞
な
ど
）に
焦
点
を
当
て

て
い
る
の
に
対
し
、S
U
M
P
で
は「
人
」に
焦
点
を
当
て
、

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ（
利
用
し
や
す
さ
）と
Q
O
L
を
重
視

し
て
い
る
点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

公
共
交
通
が

も
た
ら
す
恩
恵
は
幅
広
い

予
算
配
分
も
部
門
横
断
で

考
え
る
こ
と
が
重
要
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